
学府 専攻
１.博士論文提出の基準

２－１．学位論文審査体制
２－２．学位論文審査体制（九大以外の教員を
調査委員とするケース）

３．学位論文審査基準 ４．学位授与までのプロセス

人文基礎専攻

＜全体＞
①論文提出の前年度までに博士論文作成計画書を提出
し、博士論文調査委員会および人文科学府教授会より
承認をうけていること。②博士論文調査委員会より博
士論文および博士論文審査願の提出について承認をう
けていること。

＜哲学・倫理学分野＞
哲学：論文レフェリー付き学会誌3本以上、学会発表3
回以上
倫理学：論文レフェリー付き学術誌2本以上(うち全国
学会誌1本以上）、学会発表1回以上

＜東洋思想分野＞
インド哲学史：論文3本以上（うち全国学会誌1本以
上）
中国哲学史：論文3本以上（うちレフェリー付き学術
誌ないし海外学術誌1本以上）学会発表1回以上

＜芸術学分野＞
芸術学：論文全国学会誌ないしこれに準じる学術誌3
本以上、学会発表3回以上

歴史空間論専攻

＜全体＞
①論文提出の前年度までに博士論文作成計画書を提出
し、博士論文調査委員会および人文科学府教授会より
承認をうけていること。②博士論文調査委員会より博
士論文および博士論文審査願の提出について承認をう
けていること。

＜日本史学分野＞
日本史学：論文4本以上（うちレフェリー付き学術誌2
本以上）、学会発表2回以上

＜アジア史学分野＞
東洋史学：論文4本以上（うちレフェリー付き学術誌2
本以上）
朝鮮史学：論文レフェリー付き学術誌2本以上
考古学：論文レフェリー付き学術誌2本以上

＜広域文明史学分野＞
西洋史学：論文レフェリー付き学術誌2本以上
イスラム文明史学：論文レフェリー付き学術誌2本以
上

＜地理学分野＞
地理学：論文3本以上（うちレフェリー付き学術誌2本
以上）

言語・文学専攻

＜全体＞
①論文提出の前年度までに博士論文作成計画書を提出
し、博士論文調査委員会および人文科学府教授会より
承認をうけていること。②博士論文調査委員会より博
士論文および博士論文審査願の提出について承認をう
けていること。

＜日本・東洋文学分野＞
国語学・国文学：論文3本以上（うちレフェリー付き
学会誌1本以上）
中国文学：論文3本以上（うちレフェリー付き学会誌1
本以上）

＜西洋文学分野＞
英語学・英文学：論文4本以上（うち英語論文2本以
上、レフェリー付き学術誌2本以上〈うち全国学会誌1
本以上〉）
独文学：論文3本以上
仏文学：論文3本以上

＜言語学分野＞
言語学：論文2本以上、学会発表3回以上
※指導教員と副指導教員全員による、2回の中間審査
に合格すること
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論文調査委員会（主査を含む）は４人以上で構成し、
主査は学生の所属する専修の指導教員が務める。ただ
し、論文調査委員は、同一講座の教員のみになっては
ならない。なお、必要に応じて本学の他の学府の教員
及び他の大学院又は研究所等の教員等を調査委員に加
えることができる。この場合、１名に限り、副査３人
以上のうちの１人に含めることができる。

（どのような場合に本学以外の教員等を調査委員とす
るのか）

主題に関する権威が学外におり、論文を適切に評価す
るうえで必要と判断した場合。

なお、本学府以外の教員を含めることは必須にはして
いないが、客観性を担保するためにも、なるべく学府
外の教員を調査委員会に含めることが推奨されてい
る。

①専門分野の基盤的・先端的知識を理解している。
②従来の考え方や概念等を批判的に分析、評価、統合
することができている。
③研究を自律的に計画、遂行しており、研究成果に対
する貢献度が十分高い。
④独創的な研究を通して、新たな知識の創出に貢献し
ている。
⑤科学的に正確な表現で説明することができている。
⑥研究者倫理を遵守することができている。
⑦一貫した問題意識のもとに説得的な議論が体系的に
まとめられている。

《１年次》
① 博士後期課程に進入学後、学生は指導教員・副指導教員（講座外を含む）を選定するとともに、指導教
員・副指導教員の承認のもと「博士後期課程研究計画書」を提出
② 【人文科学府教授会】指導教員・副指導教員の構成及び「博士論文指導委員会」の組織を承認
③ 学生は、「博士論文作成計画書」を指導教員に提出
④ 【博士論文指導委員会】「博士論文作成計画書」を審査
《２年次》
⑤ 【人文科学府教授会】博士論文指導委員会が上記審査結果を附議、承認を得たうえで博士論文作成予備資
格を認定
⑥ 【博士論文指導委員会】学生からの進捗状況報告
《３年次》
⑦ 【博士論文指導委員会】学生が博士論文および論文審査願を提出することを承認
⑧ 【人文科学府教授会】可否について審議し、「論文調査委員」を定める
⑨ 【論文調査会】論文調査委員により構成する左記により口頭試問および公聴会を開催
⑩ 【論文調査会】審査結果を人文科学府教授会に附議。可否投票
⑪ 【人文科学府教授会】学位授与の可否決定


